様　式　ＣＫ－３－３ 
	平成３０年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）前倒し使用申請書兼変更交付申請書

	独立行政法人
日本学術振興会理事長 　殿
	平成　　年　　月　　日

	
	所属研究機関の本部の
所在地及び名称
	〒
　
	

	
	
	機関番号

	名称

	

	
	所属研究機関の長の職名・氏名
	職名

	氏名

	

	
	研究代表者の部局・職
	部局

	職

	

	
	フ　リ　ガ　ナ
	
	
	

	
	研究代表者の氏名
	
	印
	

	
	
	
	

	平成３０年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）（特別推進研究）について、下記のとおり前倒し使用を申請するとともに、承認された際には、次のとおり研究を実施したいので、あわせて交付を申請します。

また、交付された補助金は、補助条件に従い適正に使用します。

	課題番号
	
	補助事業期間
	平成　　　年度 ～ 平成　　　年度

	研究課題名
	

	前倒し使用希望額（①－②）（円）
	

	前倒しに伴う次年度以降の調整額

	
	（国庫債務負担行為分の直接経費の額を記入）
	平成３１年度
	合計

	
	交付決定一覧等に記載の額（円）
	
	
	1 

	
	変更後の交付（予定）額（円）
	
	
	2 

	


	国
庫
債
務
負
担
行
為
分
	直接経費合計③
	間接経費合計④
	直接経費と間接経費の合計（③＋④）

	
	　円
	 円
	　円

	
	
	
	

	
	年度別・費目別
内訳
	直接経費（円）
	間接経費
（円）

	
	
	物品費
	旅費
	人件費・謝金
	その他
	計
	

	
	H
	変更前(a)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b)
	
	
	
	
	
	

	
	H
	変更前(a)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b)
	
	
	
	
	
	

	
	H
	変更前(a)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b)
	
	
	
	
	
	


	
	H
	変更前(a)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b)
	
	
	
	
	
	

	
	H
	変更前(a)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b)
	
	
	
	
	
	

	
	合計
	変更前(a)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b)
	
	
	
	
	
	

	調整金等交付分
	直接経費合計⑤
	間接経費合計⑥
	直接経費と間接経費の合計（⑤＋⑥）

	
	　円
	　円
	　円

	
	
	
	　　

	
	年度別・費目別
内訳
	直接経費（円）
	間接経費
（円）

	
	
	物品費
	旅費
	人件費・謝金
	その他
	計
	

	
	H
	変更前(c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(c+d)
	
	
	
	
	
	

	
	H
	変更前(c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(c+d)
	
	
	
	
	
	

	
	H
	変更前(c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(c+d)
	
	
	
	
	
	

	
	H
	変更前(c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(c+d)
	
	
	
	
	
	

	
	H
	変更前(c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(c+d)
	
	
	
	
	
	

	
	合
計
	変更前(c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(c+d)
	
	
	
	
	
	


	合
計
	年度別・費目別
内訳
	直接経費（円）
	間接経費
（円）

	
	
	物品費
	旅費
	人件費・謝金
	その他
	計
	

	
	H
	変更前(a+c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b+d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b+c+d)
	
	
	
	
	
	

	
	H
	変更前(a+c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b+d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b+c+d)
	
	
	
	
	
	

	
	H
	変更前(a+c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b+d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b+c+d)
	
	
	
	
	
	

	
	H
	変更前(a+c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b+d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b+c+d)
	
	
	
	
	
	

	
	H
	変更前(a+c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b+d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b+c+d)
	
	
	
	
	
	

	
	合計
	変更前(a+c)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更額(b+d)
	
	
	
	
	
	

	
	
	変更後(a+b+c+d)
	
	
	
	
	
	


	（１）前倒し使用の必要性、前倒しを求める背景

	（２）後年度の交付予定額を減額しても研究目的を達成できる理由


	（３）調整金等交付分により実施する研究計画

	（４）次年度以降の研究実施計画（国庫債務負担行為分）【年度ごとに記入】


	主要な物品の内訳（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

	品　　　　名
	仕様
 (製造会社名・型)
	数量
	単価
(円)
	金額
(円)
	納入予定時期

	
	
	
	
	
	平成　年　月

	
	
	
	
	
	平成　年　月

	
	
	
	
	
	平成　年　月

	
	
	
	
	
	平成　年　月

	
	
	
	
	
	平成　年　月

	
	
	
	
	
	平成　年　月

	
	
	
	
	
	平成　年　月


	補
助
事
業
者
	研究者番号
	機関番号
	部局
番号
	職番
号
	本年度の役割分担等
本年度の研究実施計画
に対する分担事項等を
具体的に記入すること。

	本年度の補助事業に
要する経費（研究者別内訳）
（円）

	
	氏　名
	所属研究機関・部局・職
	
	国庫債務負担
行為分
	調整金等
交付分

	研
究
代
表
者
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	研
究
分
担
者
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	補助事業者合計（小計）
	
	名
	補助事業に要する経費合計（小計）
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	

	経費管理担当者・部局・職・氏名
	部局・職

	氏名



（注）・印刷にあたっては、A4判（縦長）・両面印刷すること。       　　　　　              　　 1 / 4

